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週
◆
間

◆
暦

6
日
(木
)
1
20
日
(木
)
京
大
女
子

入
寮
繕
超
者
受
付
、
厚
生
傑
寮
務
掛ま

で15
日
(土
)
第
一回
吹
爽
楽
定
期濱
奏

会
、
主
催
応
援
団
、午
後
一時
よ
り
西

郎
講
堂
で

19
日
(水
)日
本
胃英
会
翼
掌
金
交
付

r
ご
月
分未
収
者
の
ひ

12日
(水)
京
大
交
響
楽
団
第
九
十
二

回定
期
演
嚢
会

六
時
三
十
分
よ
り
京

都
会
館
第
一ホ
ー
ル

大
管
法
阻
止

ぺ
高
揚

臨時国会が
始まつた12月
8日、大暫法
の国会上提阻
止をかかげた
統一行動が劇
京。京都を中r
心に各地で展
開された。こ
の日にむけて
京大岡学会は
全学閉鎖を提
起し、3日か
ら6日まで全
学1万人投票

京大六学部がス トに

五者共闘で全学集会
にその賛否を間うたが、わずか2850人が投票しただけで が集まつた。その後デモに移つたが、この日京都府警は
成立数6720に菌くおよはなかつた。しかし8弓は京大の 大野本部長の陣頭指据の下に約2000人の機動隊を出勤さ
6学部亦 トに入り、正午から法経第1教 室で開かれた せ激しい弾圧を加えてきた。市役所までのデモの途中、
五者共闘の全学集会には2000人が謬加した.また午後2祇 園石段下・四条河漂町、河原町御池どの交差点て激突
時から祇園園山公園に開かれた府学連集会には約4500人 があり、学生側は30人が負傷、7人が逮捕された。
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法
経
第
一教
室
に
、
学
生
、
大
学
院
生

れ
は
今
後
の
闘
争
を阻
害す
る
も
の
で

職
員
、教
官
、
生
協
労
組
員
合
せ
て
千

あ
る
か
ら
、
こ
こ
に出
席
し
た
教
官
は

七
百
人
を
結
集
し
て
醐
か
れ
た
。

学
部
畏、
学
生
部
長に
処
分
反
対
の
意

同
学
会
が
提
起
し
た
、
十
二
・八
「全

志
衰示
をと
呼
びか
け
た
。

学
閉
鎖
」
が
挫
折
し
、
こ
れ
に
反
対
し

生
協
習亭
会
を
代
表
し
た
、
山
下
君

て
い
た
学
生
内
部
の
統
一派
と
大
学
院

は
、
理事
会
の
大
学
閉
鎖
に
態
度
蓑
明

生
協
議
会
が
中
心
と
な
って
計
画
し
た

でき
た
か
った
こと
は
、
力
鐙
の
不
足

総
長
も
出
席
す
る
「国
民
に
訴
え
ろ
京

によ
る
も
のだ
が
、非
宮
に
残
念
だ
、

大
統
集
会
」
な
る
も
の
も
、
六
日
、
職

今後
教
冨
層
と
学
生
の
対
立
を
解
消
し

組
本
部
で
開
か
れ
た
五
者
の
代
表
者
に

て
いく
力
向
に
努
力
す
る
と
述
べた
。

よ
る
話
し
合
で
}応
解
消
され
、
五
者

大学
院
生
協
議
会
の
野
沢
君
は
学
囚

共
闘
の
線
が
保
た
れ
て
こ
の
集
会
と
な

った
。
ま
ず
、
職
組
冨
岡
議
長
よ
り
、

経
過
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
、
五
者
の

代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
、
報
告
を行
った
。

教
官
研
究
集
A預

話人
会を
代
表、)

た
豊
崎
経
済
学
部
教
授
は
、
六
日開
か

れ
た
教
研
集
会
の
模
様
を
報
告
し
、
学
一

術
会
議
案
、
国
大
協
中
間
報
告
案
、
京

大
統

見
解
の
上
に
立
っ
て
、
中
教
審

答
申
に
基
く
法
制
化
に
は
あ
く
ま
で
反

対
す
る
旨
の
声
明
を
読
み
上
げ
た
。

職
組
代
衰
の
、
渡
部
委
員
長
は
、
こ
こ

ま
で
運
動
を
盛
上
げ
た
同
学
会
の
努
力

に
敬
意
を
表
明
し
、
も
し
大
管法
が実

現
す
れ
は
、
真
理
の
探
究
を
目
的
とず
,

る
大
学
の
存
在
愈
義
は
喪
失す
る
。
従
「

っ
て
.
ち
し
そ
の
際
に
は
良
識あ
る教

の
共
闘
と
統
一を
強
調η
、現
在
、
更

に
「教
員
獲
成
所
」
「大
学制
度再
編

成
」
な
と
、
反
勤
的
な
教
育
文教
政
策

が
進
め
ら
れ
て
い
る
.
こ
れ
に
対
し
て

は
全
国
畏
的
な
統
一戦
線
が
必
要だ
云

女
と
言
った
と
こ
ろ
、
十
二
・八
「全

学
閉
鎖
」
に
率
先
し
て
反
対
し
てき
た

院
生
協
議
会
に
反
感
を
持
つ学
生
の聞

か
ら
盛
ん
な
野
次
が飛
ん
だ
。

最
後
に
、
岡
学
会
新
開
委
員
長
が
立

って
、
大管
法粉
砕
のた
め
に
は
ど
ん

な
に
きれ
い
ごと
を
醤
う
より
っ、
十

二
・八を
京
大
に
お
い
て
、
如
何
な
る

,

形
で戦
う
かが
問
題
で
あ
った
、
浬共

,

闘
"は
戦
の
部
隊
の
共
闘
で
な
け
れ
は

意
昧
が
な
い
、
こ
の
集
会
は
そ
の
意
昧

ては
、
敦
協
の
産
物
に
し
か
す
ぎ
な

.

い、
「大
学
閉
鎖
」
戦
術
は
挫
折
し
た

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
大
留
法
粉
砕
闘
争

ーー

に
お
い
て、
現
在
の
「大
学
の
自
治
」

ーー

朋
教
授
会
の
自
治
に
限
定
す
る
大
学
内

の権
力
機
構
が
闘
争
の
大
き
な
障
害
と

な
っ
て表
わ
れ
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
新

し
い
大
学
の
自
治
形
態
の
萌
芽
と
し
て

巨
大
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と

述
べ
、
更
に
、
現
在
同
学
会
に
対
す
る

組
織
処
分
が
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
に
対し
て
今
後
の
圧
倒
的
な

闘
争
の
高
揚
でも
って
答
え
よ
と
要
講

し
た
.

こ
こ
で
、
議
長が
さ
る
十
一
・三
〇

の
ス
ト
の
際に
起
った
警
官
ワっ
る
し

あ
げ
`
亭
件
で逮
捕
」
拘
留
さ
れ
て
い

十
二
・
八
闘
争
の
後
、
同
学
会
で
は
今
後

の
活
動
方
針
を
あ
く
ま
で
も
〃大
管
法
国
会

上
程
阻
止
砥
を
中
心
と
し
、
今
週
中
に
発
表

さ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
る
処
分
に
は

実
力
で
も

撤
回
さ
せ

る
旨
発
表

さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
十
一一月
十
四
日
の
全
国
ゼ
ネ

ス
ト
に
向
け
て
各
学
部
自
治
会
が
ス
ト
ラ
イ

キ
闘
争
を
組
む
こ
と
、
ま
た
処
分
が
発
表
に

"

殉

る
浅
田
元
府
学
連
委
員
畏か
ら
の激
電

を
披
露
し
、
そ
の
後
、
全
員
起立
し
て

「京
大
反
戦
自
由
の
歌
」
を歌
っ
て集

会
を
終
り
、
デ
モ
に
移
っ
た
。

麟鞭
蕪
轡

十
四
日
に
も
全
学
ス
ト

9
な
っ
た
場
合
は
そ
の
翌
日
か
ら
連
続
ス
ト
に

入
り
学
生
の
実
力
で
処
分
を
撤
回
さ
せ
る
意

向
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
四
日
以
後
は
十
八

日
に
も
府
学
連
統

、行
動
日
に
あ
わ
せ
て
闘

争
を
組
む
予

定
。
ま
た
、

こ
の
間
の
闘

争
で
特
に
国
会
デ
モ
支
援
を
追
求
し
、
来
耳

一
月
、
二
月
闘
争
の
展
望
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
意
向
を
み
せ
て
い
る
。,

三
一†
票
に
達
せ
ず

三
日
か
ら
六
日
ま
で
行な
わ
れ
た
、
「

十
二
・八
京
大
全
学
完
全
閉鎖
」
の賛

否
を
間
う
、
「
一万
人投
票
」は
六
日

午
後
十
一時
過
学
生
会
館ボ
ック
スで

不
成
立
の
旨
、
選
挙
冒
理委
員
会
か
ら

反
対
声
明
を
全
員
確
認
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総
長
は
じ
め
約
二
百
人

京
大
教
官
研究
集
会
が
六
日
午
後
五
時

半
か
ら
法
経第
七
教
墜
に
平
沢
総
畏
を

は
じ
め
約
二
丙人
の全
学
教
冒
を
集
め

て
開
かれ
、
大学
管
碑
制
度
に
つ
い
て

検
討
し
た
繕果
、
「学
問
の
自
由
と
進

歩
を
阻
署す
る
お
そ
れ
の
あ
る
大
学
管

理
法
の制
定に
反
対
す
る
」
と
い
}2戸

明
を
全
員
で
確
認
し
発
表し
た
.

大
管
法
に
関
す
る
教
研集
会は
、
こ

れ
で
四
回
目
だ
が
、
十
月下
旬
に
申

教
霧
答
申
案
を
検
討す
る
た
め
開
か

れ
た
時
は
わ
ず
か
五
十人
の
出席
と

い
う
低
調
ぷ
り
で
あ
った
。し
か

し
、
今
度
の
集
会
は
岡
学
会
の
「大

学
閉
鎖
」
戦
術
の
提
案
が
あ
った
た

め
か
、
教
官
層
の
関
心
も
高
ま
り
、

参
加
者
も
こ
れ
ま
で
の
最
高
で
あ
っ

た
。

討
論
は
お
も
に
「大
学
閉
鎖
」
を
回

避
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
に
集

中
し
た
が
、
こ
れ
ま
て
の
単
な
る
"反

対
π
だ
け
で
は
な
く
具
体
的
な行
動で

学
生
の
反
対
運
動
に
て
き
るだ
け
参
加

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う意
見
が多
く
で

た
.
そ
の
ため
、
大学
閉
鎖
を
と
り
や

め
る
な
ら
教冒
も
集
会
に参
加
す
る
こ

と
を
決
め
、
今
後
と
も
大
学
全
体
と
し

て反
対
運
動
を
進
め
て
い
く
よ
ろ
努
力

す
る
こ
と
に
な
った
。

また
、平
沢
総
長
も
と
く
に
発
茜を

求
め
「中
教
器
案
に
は
間
題
点
が
非

常
に
多
い
。
し
た
が
って
、
中
教
審

案
に
よ
る
早
急
な
法
制
化
に
は
反
対

す
る
」
と
の
べ
た
。

な
お
、
こ
の
集
会
で
「学
生
の
処
分
菅

を
で
き
る
だ
け
だ
さ
な
い
よ
う
各
教
授

会
な
ど
に
勤
き
か
け
る
」
こ
と
に
な
っ

た
の
は
庄
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
日
発

表
し
た
戸明
文
は
、
各
学
部
の
教
巨
の

署
名
を
集
め
た
上
、
池
田
肖
相
な
ど
に

送
る
こ
と
に
な
った
。

発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
投
票
自
体
が
学

校
当
局
か
ら
禁
止
さ
れ
る
と
い
う菌
難

な
状
況
の
中
で
敢
行
さ
れ
た
も
の
だ
が

学
生
運
動
史
上
か
って
な
か
っ
た
「大

学
閉
鎖
」
と
い
う
高
度
な
戦
術
の
賛
否

を
問
う
た
た
め
か
、
投
票
の
四
日
間
随

所
で
賛
否
を
論
ずる
学
生
の
姿
が
学
内

の
雰
囲
気
を
完
全
に
か
え
て
し
ま
っ
た

選
管
発
表
に
よ
る
と
、
投
票
総
数
二

八
五
〇
(投
票
成
立
数
・六
二
七

投一
万

票人

 

○
)
、賛
成
・
二〇
四
、
反
対
・六

八
九、
白
紙
・七
十
七
、
無
効
も十

一で投
票
は
不
成
立
と
な
り
、
十
二

月
八
日は
七
日
の
各
学
部
代
議
員
大

会
、
学生
大
会
で
決
定
さ
れ
る
こ
と

にな
った
。な
お
、
投
票
内
訳
を
層

別
にわ
け
て
み
る
と
、
教
餐
部
・
二

〇
六九
、
学
部
・七
二
〇
、
そ
の
他

(大学
院
生
、
職
員
、
生
協
従
案
)

・山ハ
一、
と
な
り
、
や
は
り
教
養
都

が
も
っと
も
投
票
率
が
多
か
っ
た
.

し
か
し
、
掌
部
で
は
理
学
都
が
約
七

捌
の
学
生
が
投
票
す
る
な
ど
相
変
ら

ず
活
発
な
動
き
を
見
せ
た
。

今
度
の
「大
学
閉
鎖
」
「
一
万
人
投

票
」
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
お
そ
ら

く
今
後
厳
密
な
総
括
が
な
さ
れ
な
け
れ

は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
「
一万
人

投
票
」
が
不
成
功
に
終
っ
た
原
因
は
ほ

ぼ
次
の
諸
点
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
一に
「大
学
閉
鎖
」
と
現
情
勢
の
関

連
を
明
確
に
把
握
で
き
ず
、
実
力
闘
争

の
も
た
ら
す
謬政
治
力
掌
`
か
ら
完
生

に
目
を
離
し
、
「大
学
囚
の
対
立
、
匿

論
の
反
対
」
根
拠
に
は
っき
りと
態
度

決
定
に
踏
み
き
れ
な
か
った
こと
。
第

二
に
「
一万
人
投
票
」
は
「
大学
の
智

理
権
を
学
生
が
奪
う
も
の」
と
す
る
大

学
側
の
逆
キ
ャ
ン
ペ
イ
ンに
乗
せ
ら
れ

た
こ
と
で
、
「選
管
に
学生
し
か
選
出

され
て
い
な
い
」
な
ど
、に
の
み
論
議

が
集
中さ
れ
た
点
。
最
後に
「投
票
が

成
立
す
れ
は
賛
成
票
が多
いこ
と
は
明

白
垂
、
自分
が
結
果
的に
は
大
学
閉
鎮

に
加
担す
る
こと
にな
る
」
と
す
る
学

生
が
多
か
った
こと
があ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
こ
とは
、事
実
投
票
が
示
し
て
い

る
こと
であ
る
。

円
山
に
四
千
五
百
人

・⇒
誤

鰯㌔坤

廿篇
鮪

円
に
値
上
げ

が
短
上
け
し

た
こと
か
ら
、
生
協
輝
事
会
で
も
食
堂

の
フイ
スの
十
八
円
か
ら
二
円
値
上
げ

し
て
二十
円
に
す
る
案
を
、
十
五
日
開

かれ
る
総
代
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な

った
。京
大
を
の
ぞ
く
市
内
の
三
大
学

(同
大
。y
命
大
・府
亨
医
大
)
で
は

現
行
の
二十
円
を
五
円
値
上
げ
す
る
予

定
て
ア
ノケ
ー
ト
を
と
って
い
る
と
い

う
。京

大
で
は
、
貯
耳
四
月
か
ら
外
食
券

制
度
を
廃
止
し
、
一律
十
ハ
円
と
な

h、た
が
、
今
険
の
人
代
値
」
げ
の
た

め
、
二円
秤
度
の
植
ナ
げ
は
同
避
で

き
な
い
と
叩
項
会
で
は
い
って
い
る

が
、
組
合
員
に
対
す
る
精
伸
的
な
影

響
は
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
十
五
円
の
紛
代
会
で
承
澤
さ
れ

五
者
共
闘
に
よ
る集
会を
終
え
た
後
、

学
生
は
一都
の
教冒
・職
員
を
混
え

て
、
た
だ
ち
に
図轡
館削
に
紬
集
、
二

千
人
の
デ
モ
隊
とな
って
学
内
デ
モ
の

の
ち
菓
一条
で同
大か
ら
の
五
百
人
と

.合
洗
、
聚
山
通
り
を南
下
、
祇
園
石
段

下
か
ら
円
山
琶
榮
堂
の
肘学
連
集
会
に

}参
加
し
た
。

る
と
、
来
年
一月
から
実
施
す
る
予

足
。来年 早々再 開か

生協ブックその後

本
の
洗失
原
因
を
調
査

し
て
いる
生
協
欝
籍
部

で
は
、十
一月
中
に
在

臨
の本
に
つ
いて
の
磯

認
作
桀は
終
了
し
た
が

問
屋と
の
伝
票
照
合
は

予
犀
より
遅
れ
て
い
る

た
め
、再
開
予
定
9
の

年
囚
中が
来
与
皐
と々
な
り
そ
う
で
あ

一る
。問
尾
と
の
伝
票
照
台で
は
、
古
い
部

分
はす
ご
に
粉失
し
て
い
る
の
も
あ

る
た
め
完
全な
照
合
は
不
可
能
な
も

よ
う
。し
た
が
って
、
あ
る
親
炭
が

す
む
と
作
粟を
打
切
ら
ね
ば
六
ら
な

い
と
の
こと
。

な
お
、
従
業
員
の
配搬
転換
が
、
ま
だ

お
こ
な
わ
れ
て
いな
いの
吟再
嗣
が
遅

れ
て
い
る
一閃
であ
る
。

こ
の
日
府学
連
集
会
に
は
京
大
教

獲
、
理
、
文
、
医
.
薬認
各
学
部
の

ス
ト
、
立
命
大
の経
、法
、文
が
ス

ト
、
理
工
、
経
営学
部
も
授
栗
放
桑

同
大
も
一鄙
学
螂
が
スト
、学
芸
大

が
全
字
ス
ト
で
謬加
、
肘
学
連
未
加

盟
大
学
か
らも
工
織
大
、府
立
大
、

大
谷
大
学
が参
加
、
音
楽
堂
は
四
千

五
百
人
の
学
生
でう
ず
ま
った
。

開
会
前
に
議
長
団選
出
を
め
ぐ
って
学

ま
大
の
民
肯
糸
学生
がさ
わ
ぎ
だ
し
、

そ
れ
を
静
め
よ
うと
する
京大
の
掌
生

ら
と乱
闘す
る
と
い
う
一幕
も
あ
っ

た
。
三時
二
十分
新
開
京
大
同
学
会
委

員
長
の
十
二
・八京
大
全学
閉
鎖
む
け

て
の
と
り
くみ
を
主と
し
た
基
調
報
告

で
開
会
、
各
目
治
会か
ら
の報
告
に
う

働
読
ま
れ
た
方
が
あ
る
か
ど
う
か
、
十
一月
二

七
日
付
の
朝
日
に
小
泉
侶
三
氏
の
大
学
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
学
囚

に
大
管
法
の
聞
題
に
つ
い
て
論
畿
の
多
い此
頃

若
十
蒸
し
遮
し
の
気
昧
は
あ
る
と
し
ても
や

は
り
右
の
文
中
の
問
題
点
に
っ
い
て

私
な
り
の
考
え
を
述
べ
ず
に
は
居
ら

㎜

れ
な
㍉
・
同
氏
の
説
に
よ
れ
ば
学
長

㎜㎜

は
国
民
に
対
し
て
霞
任
を
負
う
べ
き

で
あ
って
国
民
と
直
結
し
て
い
な
い
教授
遼
に

対
し
て
戯
任
を
負
つ必
要
は
必
ずし
も
な
い。

従
って
一旦
学
長
を
選
出
し
た
か
ら
には
そ
れ

に
大
巾
の
椿
限
を
与
え
る
へ
き
であ
ると
の
拳

で
あ
る
。
し
か
ら
ば
学
長
は
そ
の
行動
の基
準

を
何
処
に
遭
く
べ
き
な
の
か
、
臼分
の信
念
に

菓
く
な
ら
ば
㌣
内
の
穴
部
分
の
意
向を
鰻
視
し

て
も
且
し
い
と
ロう
こ
と
に
な
る
ので
あ
ろ
う

か
、
更
に
象
た
、
国
民
の
西
志
こ
い
うも
の
も

ー

何
に
よ
って
確
認
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か

そ
れ
が
学
長
の
個
人
的
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て

よ
い
程
の
「超
人
」
で
彼
は
あ
り
得
る
の
か
。

こ
の
よ
う
に
色
々
と
考
え
て
ゆ
く
と
き
、
小泉

氏
の
生
畏
し
た
明
治
時
代
の
中
央
集
橋
的
、
権

力
者
意
識
が
あ
ら
わ
れ
て
米
る
よ
う
に
磁
ぜ
ら

れ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
「国
民
の
意
志
」
と
い
う
も

の
が
絶
対
多
数
を
握
っ
た
自
民
党政
府
の
政策

小

泉

信

三

氏

に

浅

井

健

次

に
代
弁
さ
れ
て
い
る
と
で
も
訂
う
の
であ
ろ
う

か
。
と
す
れ
は
大
学
の
教
授
は
響
長
を介
し
て

時
の
又
教
政
策
を
対
決
せ
ね
は
な
らな
くな
る

学
長
が
大
学
内
に
対す
る
大
巾
な
椿
限を
持
た

な
い
限
り
、
文
相
の
拒
台
椎
(学
長
人
事
に対

す
る
国
の
関
与
)
は
慰
昧
の
無
い
こ
と
であ
ろ

う
。
ヴ
長
、
学
部
長
の
椿
限
を
強
め
、
教疫
会

の
凋
対
的
地
佃
を
低
下
さ
す
こ
と
と
、
学
長任

命
に
対
ず
る
文
相
の
拒
否
権
と
は
表
裏
一体
の

警
官
、
デ

モ
を
激
し
く
弾
圧

つ
つた
。

報
告
で
は
、
京
大
の
十
二
・八
全
学

閉
鎖
に
む
け
て
の
各
大
学
の
と
り
く

み
の
中
て
、
一貫
し
て
民
膚
・統
一

派
が
妨
喜
活
動
を
行
った
こ
と
が
報

告
さ
れ
注
目
さ
れ
た
o

洞
田
陶
学
連
委
員
畏
の
総
括
の
中
で

も
、
ハ
日
の
冊
学
運
統
一行
動
日
に

府
立
大
、
学
次
大
自
治
会
が
、
市
内

の
各
大
掌
民
満
系
学
生
に
よ
び
か
け

て
別
偵
の
集
会
を
も
と
う
と
し
た
証

拠
が
あ
る
こ
と
な
と
が
指
摘
さ
れ

た
。

こ
の
日
府
警
で
は
、
学
生
の
ジ
ク
ザ
ク

デ
モ
を
徹
底
的
に
と
り
し
ま
る
こ
と
を

我
明
、
大
野
新
胸
瞥
本
都
長
が
装
甲
申

の
中
か
ら
自
ら
十
五
百
人
の
機
動
隊
を

指
揮
す
る
と
い
う
か
って
な
い
激
し
い

弾
圧
を
か
け
て
き
た
。

四
時
三
十
分
尽大
教
養
・理
学
部
を
先

顕
に
十
六
列
縦
隊
を
く
み
祇
園
右
段
下

↓
四
条
川
原
町
↓
御
池
市
役
前
デ
モ
に

う
つ
つ
た
。

祇
園
石
段
下
で
は
待
期
し
て
い
た
約
千

人
の
機
動
隊
と
衝
突
、
な
ぐ
ら
れ
た
り

髪
を
ひ
っは
ら
れ
た
り
す
る
う
ち
に
示

大
教
饗
鄙
回
生
の
簡瀬
君
ら
三
人
が
検

挙
さ
れ
た
。

そ
の
後
学
生
は
、
分
断
さ
れ
た
隊
列
を

と
と
の
え
っ
っ
四
条
河
原
町
に
む
か
い

そ
こ
で
も
、
ジ
グ
ザ
グ
デ
七
、
う
ず
ま

き
デ
モ
を
く
り
か
え
す
う
ち
に
二
人
が

検
峯
さ
れ
た
。

ヂ
モ
隊
は
御
池
ま
で
、
大
野
隊
長
指
捕

す
る
鼓
甲
扇
に
先
導
さ
れ
る
と
り
つ形

で
す
す
ん
だ
.

御
池
父
蓋
点
て
機
動
隊
は
、
掌生
のジ

グ
ザ
グ
デ
モ
を
三
力
から
市役
所
広場

へ
お
し
こ
む諺
で
制
仕
、
各
所
で衝
突

を
く
り
か
え
す
う
ち
に
、
数
十
人
の
学

生
が
負
傷
、
搬
人
が
こ
こ
ても
検
挙
さ

れ
、
二
寸
分
間
に
わ
た
って
学
生
、
機

勤
隊
六
千
人
が
交
差
点
にあ
ふれ
た
。

六
時
三
十
分
、
学
生
は
各
大学
ごと
に

市
役
所
前
仏
場
で
、↓
△冒法
粉
砕
、
警

官
隊
の
弾
仕
粉
砕
の
抗
議樂
会を
も
ち

各
自
治
会
代
表
が
府
警
本
部
抗
議
団
を

選
出
、
流
れ
解
散
し
た
。

こ
の日
の
検
挙
者
は
七
人
に
の
ぼ
り
、

う
ち
尿
大閥
係
者
は
四
人
だ
った
。

◇
検
挙
者
は
次
の
と
お
り
。

公
安条
例
違
反
・公
務
執
行
妨
嵜
▽
松

元
辰
呂
君
(理
三)
▽
高
瀬
泰
治
君

(理
二)
浦
野
正
彦
君
(文
四
)

公
務
執
行
妨
雷
▽
A葛
(医
一)

ま
た
府
学
連
発
表
て
は
、
学
生
側
の
負

傷
者
は
二十
一人
と
な
って
い
る
。

灘
蕪
蕪

第

1

形
で今
年
二
回
目
の
統
一行
勤
が
行
な

欝
鞭
鞭
然

吻

擁

誰
伽」
白

星

な
わ
れ
、府
学
連
の
総
決
起
大
会
と
デ

モが
持
た
れ
た
。
奈
良
大
.
和
歌
山
大

は
全
学
ス
ト
と
デ
モ
を
行
な
った
・

が
、
そ
の
他
、
福
岡
、
佐
賀
な
ど
でも

行
な
わ
れ
る
な
ど
全
統
一わ
勤
日
は
一

東
京
で
は
閑
大
の
八
百
名
を
中
心
に
各

応
成
功
に
終
わ
っ
た
。

派
別
の
国
会
周
辺
デ
モ
が
行
な
わ
れ
た

関
係
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
とき
、私
は
何
と

し
て
も
小
巣
氏
の
説
に
は
質
同
し
かね
る
。大

学
に
あ
る
人
一人
一人
が
そ
れ
ぞれ
の立
場
か

ら
社
会
に
対
す
る
認
任
を
感
じ
お
互
の意
見
を

交
流
す
る
中
か
ら
生
れ
る
「大
学
の意
志
」
に

基
い
て
掌
長
が
行
勤す
る
こ
と
こそ
大
掌の
冒

理
運
冨
の
「貢
任
」
を
果
す
こと
にな
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
の

,

「学
部
長
は
字部
教
授
会
の
議

㎜

艮
に
す
ぎ
な
い
の
であ
って
、
之

β

㎜

に
何
ら
か
の
特
製
響

を
響

白脳

M

す
る
の
は
聞
堪
いだ
」
と
は
私

か
つ
て
あ
る
教
授
か
ら
聞
かさ
れた
剛
敦
旅
い

暫
葉
で
あ
る
。
そ
の
教
授は
更
に
「学
部
長
に

ミ
ス
が
出
る
の
は
そ
の極
期
の
終
り
に多
い。

そ
れ
は
学
部
長
の
椅
子
に
馴
れ
て
独走
し
勝
に

な
る
か
ら
だ
。
」
と
へ㎝ら
れ
た
が
旧学
畏
ク
ル

ー
プ
の
恵
兇
を
聞
け
と
の小
呆氏
の思
惑
に
こ

の滑
葉
が
ど
の
よ
'つに
禦
く
こ
とで
あ
ろ
う

か
。

(京
大
理学
部
助教
授
・物
理
)

㌻

加
納
君
の
捜
索

北
ア
ル
プ

一
た
ん
打
切
る

ス
の
北
柁

泉
大
山
岳
部

高
岳
で
足

を
す
べ
ら
せ
て
転
落
、
行
力
不
明
に
な

った
加
納
洋
君
(
鼠大
工
二
)
は
す
て

に
絶
掌
視
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
発

見
さ
れ
ぬ
ま
ま
第
一期
艘
索
は
今
月
七

日
打
ち
切
ら
れ
、
三
十
五
人
の
捜
喫
隊

は
下
山
し
た
。
第
二
期
の
捜
集
は
目
下

検
譜
甲
て
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
本
格

釣
な
冬
山
シ
ー
ズ
ノ
に
入
る
た
め
、
早

翻
繕

む
っ
か
し
い
も
璽
↑
び
りれ
」

教
授
)
桑
学
部
助
教
授
穂
積
啓
一榔

(岡
文
部
技
冨
)
併
任

評
議
員
友
ぬ

晋
(理
学
部
教
授
)
採
用
桑
学
部
助
教

授
矢
島
治
明
辞
職
、
新
田
伸
三
(農
学

部
助
教
授
)
館
勇
(農
学
部
教
授
)

昇
任

策
北
大
工
学
部
教
授
梅
田
薫
駅

(大
化
研
助
教
授
)

重
要
問
題
を
例
証
的
に
解
説
す
る
新
便
覧
発
売
中
/

例 例
解 題

末川博先生推薦

・
重
要
間
題
を
集
中
的
に
解
説

・
多
く
の
例
を
挿
入
し
た
例
解

式
説
明

・
答
案
形
式
の
簡
明
な
叙
述

・
思
考
を
発
展
さ
せ
る
応
用
設

例
を
収
録

・
出
題
傾
向
を
示
す
類
題
多
数
一 鱒売中
171312651確 強手 会民 刑法

確 法瀞
置融小社 ・

行望 儲 憲
法法法法則論法

全17巻
230]訂zβ均 各230円

鵬七二九四

 

社評

灘
鍮

新
会
員
き
ま
る

京
大
か
ら
は
24
人
当
選

日
本
学
術
会
議
第
六
期
会
員
選
挙
は
、

十
一月
二
十
五
日
投
票
を
締
め
切
り
二

十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
稟
京
上
野

の
岡
会
議
選
挙
瞥
理
委
員
会
が
開
票
を

行
な
って
い
た
が
、
三
十
日
午
後
す
ぎ

第
一部
か
ら
第
七
部
ま
で
の
全
国
、
地

方
隊
の
会
員
副
二
百
十
人
の
当
選
者
が

決
定
し
た
。

会
員
選
挙
は
三
年
こ
と
に
行
な
わ
れ

こ
と
し
は
二
昌
七
十
人
が
立
候
捕
、

当
選
者
二
百
十
人
の
う
ち
現
会
員
百

六
人
、
元
会
員
↓
人
、
新
人
九
十
四

人
と
な
った
。

京
大
か
ら
は
第
一部
か
ら
第
七
部
ま
で

で
二
十
六
人
が
立
補
し
て
い
た
が
、
次

の
二
十
四
人
が
当
選
し
た
。

【第
一部
】
▽
井
上
消
(人
文
研
・

現
)
▽
井
上
智
勇
(文
学
部
・現
)

▽
桑
原
武
夫
(
人
文
研
・現
)
▽
泉
井

久
之
助
(文
学
部
・新
)
▽
員
塚
茂

樹
(人
文
研
・
現
)
【第
二
部
】
▽
田

鰯
甑
購
艶
舞
朧
鎚

【第
三
部
】
▽
豊
崎
稔
(経
済
学
部
・

現
)
▽
燦
本
誠
二
郎
(同
・現
)
▽
島

恭
彦
(同
・元
)
【第
四
部
】
▽
宮
地

伝
三
郎
(理
学
部
・現
)
▽
佐
女
篠
三

(岡
・新
)
▽
後
藤
艮
三
(同
・新
)

{第
71部
】
▽
掘
尾
正
雄
(工
字
部
・

現
)
▽
石
原
膝
二
郎
(岡
・現
)
▽
林

璽
憲
(岡
・現
)
▽西
山
卯
三
(同
・

現
)
▽
朦
野
消久
(同
。新
)
【第
六

部
】
▽
上
坂
章次
(農学
部
・新
)
▽

奥
田
東
(同
。元
)
【第
七
部
】▽
掘

井
五
十
雄
(医
学
部
・現
)
▽
上
尾圧

次
郎
(同
・新
)
▽後
藤光
治
(同
・

現
)

昇
任
文
学

働
樹

部
教
授武
腺

・

雇

(同
助

教
授
)
工
学
那
教
授
中
島
章
夫
(岡
助

文
も
全
員
決
定
間
近
か

獣
M
今
年

度

の
就
職
状

況

・下

一
.㎜

理
工
系
は
依
然
就
職
天
国

文
学
部
の
三十
七
年
度

國
の
就
職
状況
ー6経
済
的

不
況
で
、法
学
鄙
、
経

済
学
部
に
激
人
数
が
回
った
ため
、
こ

れ
が
文
学
部
にも
影
響し
ては
いる

が
、
さ
ほ
ど
悲観
的
状
況
では
な
い。

十
一月
三
十
日
現在
、求
人
件
数は
三

百
三
十
四
件
、
一社
平
均
求人
数約
三

人
、
就
職
霜
望
者
轍
八十
六人
、就
職

決
定
者
数
六
十
七
人
と
い
っ
た状
況
て

あ
る
。
例
年
に
くら
べ
今年
の狗
色

は
(
一)
今
年
良
から
4
策
省
数が
白

バ十
人ρに
な
っ
た
た
め
に
、願
職
希
塁

羅曝
聯蕪
謙

ま
だ
近
畿
各
府
駄
採
用
に
登
赦ず
み
の

省
も
君
†
人
い
る
。
(三
)例
偉文
与

部
抹
恥
の
多
い
民
闘
放辻
が大
体
スタ

ッ
フ
を
伽
え
た
た
め
に、
新卒
業
者
を

採
用
し
な
か
っ
た
の
で、
こ
れ
か
多少

影
磐
し
て
い
る
。
(四
)
例
年
あ
る
孕

だ
が
、
応
濫
要
項
に
謝
い
て
いな
い
の

に
探
用
試
験
に
通
り
な
が
ら、
揖別
に

仏
って
差
跳
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

決
冠
者
匹
大
体
例
狂
通
り
、
新
聞
社
。

攻
り∵
肱
仏
・出
敬
。奴
員
・内
亨
の

隙
て
あ
る
。

こ
れ
りか
ら
考
え
て
み
る
と
、
陛
年
玉

りも
早く
、
全
員
決
足
の可
舵
帽
が
多

いと
事務
釜は
見
て
い
る。

十
一月
現
在
の
農
学

國
部
の就
職
状
況
は
、

パー
セ
ン
ブー
ジ
で

表
わ
す
と
七
十
二
%て
あ
⇔。
農
業
を

取
り扱
って
いる
鄙
て
あ
る
関
係
上
、

いわ
ゆ
る
世聞
の
好
不
況
と
は
余
り
関

係
が
な
い
。し
か
し
一般
に
昨
隼
か
ら

農
字
郡て
も
就
職
状
況
は
よ
く
な
って

いる
が
、今
年
の
そ
れ
も
殆
ん
と
変
っ

て
いな
いよ
う
だ
。

そ
の内
訳
をみ
る
と
、
は
っき
り
い
っ

て
派
手
では
な
いが
、
こ
れ
も
農
生
酪

と
い
う部
の持
っ
「地
駄
」
か
ら
来
て

いる
。本
年度
の革
撃

疋
.醤は
一血

四
人
、そ
の
囚乳
職
希
兜
嶺
は
ニ
ニ

人
、決
疋
者は

h三人
と
な
っ
て
い

る
。
これ
も
榮
業ま
てに
は
h
%
に

な
る
こと
は確
実
視
され
て
い
る
。
個

別
的
に見
て
、艘
学
鄙
の
薔
し
い
特

徴
を
泳し
て
いる
は
、公
務
員
関
係
か

多
い
と
い
う
こ
と
'」ある
の
七
の
数
も

二
十
七
人
に
の
ぼ
り
建設
省
四
人
、
農

林
省
三
人
そ
の
他
責邦
迫肘
喉
の
ナ
本

局
に
決
几
し
た
者も
多
い
。し
か
し
、

仙
学
部
と
日
じ
よ
'つ
に多
く
の
石
が
、

企
莱
」
就
職
す
る
。
こ
こ
ては
19大
企

業
八
人
、
大
企
楽
ハ十
}人
、
中
小
止

業
h
入
、
小
企
果
(自
宮
も
含
む
)
二

人
と
な
って
お
る
。
各
会
社
別
に
見
る

と
武
田
楽
晶
六
人
を
筆
躍
に
田
辺
製
楽

二
人
、
大
日
本
製
榮
、
塩
野
製
榮
、
日

本
新
楽
磐
各
一
人
と
榮
品
関
係
へ
の
進

出
が
目
M
っ
.
ま
た
食
晶
関
係
も
相
当

あ
り
、
明
政
製
集
同
乳
業
、
森
水
製
菓

同
乳
巣
、
琳
の
素
、
キ
リ
ノ
、
朝
目
、

円
本
の
各
ど
ー
ル
会
社
専
に
そ
れ
ぞ
れ

一～
=
人
の
決
定
省
が
あ
る
。
そ
の

他
、
建
設
関
係
、
商
簗
会
社
に
も
;
、

三
の
就
版
が
決
疋
し
て
い
る
。

園
今
隼
の
卒
業
予
定
首
三
↓

四
人
中
二
十
一人
か
就
職
「

を
希
劉
し
て
い
た
が
十
月
ま
て
に
全
員
一

が
内
蛋

」い
た
.
織

先
笑

壷

製
楽
会
社
だ
が
帝
国
人
絹
な
ど
の
化
学
・

轟

菱

に
も
入
・て
い
る
・
箋

の
㎜

卒
築
生
は
三
十
二
人
て
、
う
ち
大
学
既

櫛羅
雛
雛

次
の
通
り
。

武
田
タ
エ
ー

三
人
。
塩
喀
義
製
栗
、

藤
沢

楽
∫
、
ー1
人

莉
楽
ー
茎
二
人
。

帝
国
人

祠
、
[
六

刀
ー
バ
イ
ト
、
田

掬
製
メ
、

二
共
製
桑
、
山
之

囚
製
療
、

一犀

7曲
参
、
大
H
ム
認
冷
、
日
本
.ー

ク

ソ
ド

。
バ
ノ

グ
M
、
エ
ー
サ
イ
製

薬
、
科
研
楽
化
ゴ
、
大
ガ
製
薬
、京

大
∫
学
部教
務
員
ー
各
一人
。

国
工
学
部
の就
職
状
況
は
今

年
も
全く
好
調
。技
術
革

新
の
波
に
の
った
碑
工系
学
生
の重
視

ム
ー
ド
は当
分
っつ
く
よ
うだ
。
大企

業
へ
の就
職
が圧
倒
的
と
いう
のも
例

年
の
とお
り
。

ま
た
近
年
の狩
徴
こし
て
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
は
、企
業
か
ら
の要
請
も
あ
って

四
回
生
牟業
後
の
一年
な
いし
二年
の

修
士
課
程卒
業
者
か多
く
、学
部
卒
者

の
う
ち
の就
職
者
は年
女少
な
く
な
る

傾
向
にあ
る
よ
うだ
。

ー

休
刊
の
お
知
ら
せ
隠
燭

今
年
は
今
回を
も
っ
て発
行
を

打
ち切
りま
す
。
次
回は
明春
【

雁
鵜
強
講
再
園

大
茜

鎖
感
つず

顯
全
学
投
票
は
成
立
数

の
半
分
に
も
達
レ
な

か
っ
た
。
ま
ず
は
無

残
な
失
敗
ー
と
い
わ

は
い
え
。
プ
ラ
ス
何
点
、
マ
イ
ナ
ス
何

点
、
差
引
き
い
く
ら
の
ソ
ン
ト
ク
な
ど

と
い
う
平
面
的
な
ソ
ロ
バ
ン
は
じ
き
は

ヒ
マ
な
人
に
ま
か
せ
る
と
し
よ
う
。
ソ

ウ
カ
ッ
な
ん
て
し
ょ
せ
ん
は
ナ
マ
コ
に

・な
め
ら
れ
た
よ
う
に
妙
に
肌
が
け
は
立

一つい
や
な
も
の
▼
そ
も
そ
も
四
日
間
の

投
票
期
間
を
中
心
に
、
い
わ
ゆ
る
〃全

京
大
を
シ
ン
カ
ン
さ
せ
た
召
い
く
日
か

は
ど
ち
ら
か
と
い
え
は
シ
ュー
ル
・マ

イ
ナ
ス
と
で
も
い
う
べ
き
、
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
を
こ
え
た
と
こ
ろ
で
ぽ
う
大
な

一重
鷺
感
を
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
し
た
。

いま
だ
方
向
を
持
た
ぬ
ま
ま
の
絶
対
値

一と
し
て
の
巨
大
な
エ
、不ル
ギ
ー
塊
が
し

か
し
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
崩
芽
し
て
い
た

いく
日
か
、
学
内
は
"流
動
化
σ
し
て

いた
▼
次
々
に
出
さ
れ
た
告
示
、
蟹
理

者
百
%
の
顔
で
登
場
せ
ざ
る
を
え
な
か

った
教
授
会
な
ど
、
機
構
と
し
て
の
大

学
は
た
し
か
に
躍良
識
曜
に
貫
通
さ

一れ
き
った
ロ
ー
ル
・キ
ャ
ベ
ツ
状
の

結
束
を
流
動
化
さ
れ
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
同
時
に
、
そ
の
進
行
過
程
は
組

織
の
中
か
ら
組
織
を
の
り
こ
え
た
い
く

っか
の
発
6
を
も
顕
在
化
さ
せ
て
い
っ

た
。
人
文
研
渡
部
助
教
授
は
職
員
組
合

委
員
長
と
し
て
「大
管
法
が
通
れ
は
大

学
の
存
在
意
義
は
な
く
な
って
し
ま
う

か
ら
、
そ
の
際
は
辞
表
を
提
出
す
る
用

意
が
あ
る
。
各
学
部
ご
と
に
辞
表
の
と

り
ま
と
め
を
す
る
よ
う
よ
び
か
け
た

い
」
と
の
べ
た
。
帰通
れ
は
辞
表
π
と

い
う
発
畠は
、
さ
き
の
冒
理
者
と
し
て

の
教
授
会
の
柑
貌
と
タ
ブの
両
面
を
な

す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
組
織
を
の
り

こ
え
る
道
は
組
織
を
で
る
(と
口明
す

る
)
し
か
な
い
ほ
ど
の
重
比
感
な
の
た

ろ
う
か
▼
し
か
し
、
誹
行
動
性
を
代
名

詞
と
す
る
B
本
の
知
識
人
が
か
よ
う
な

代
名
詞
を
ふ
り
ず
て
る
姿
を
、
そ
れ
へ

の
ス
テ
ソ
プ
を
着
々
か
た
め
っ
っ
あ
る

姿
を
し
ば
し
ば
垣
間
み
た
も
の
と
し
て

も
わ
れ
わ
れ
は
を
学
閉
鎖
提
起
と
そ
の

進
行
過
程
を
評
髄
し
て
い
く
出
発
点
と

し
た
い
.
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和
共
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の
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社
会
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大
橋
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新
し
い
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成
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昭
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の
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●
丸
山
真
男
と
近
代
思
想
の
痛
烈
な
批
判
〃
"

フロンテ ィア ・ブソ クス

俄然反響!

弘文堂

浜
田
義
文
蕎

●
本書
は
、
現
代
思
想
の
混
迷
と停
滞
を
破
る
お

め
に
、丸
山
真
男
と
近
代
思
想
の批
判
を
遍
し
て

明
日
へ
の生
3
か
た
を
傑
求
し
た
も
ので
あ
る

●
著
者
は、
丸
山
教
授
か
ら
敗
戦直
後
の荒
廃
と

窮
乏
の中
で
、
学
問
研
究
の
情
熱
とき
び
し
い
客

観
的
精
神
とを
教
え
ら
れ
た
。
し
かし
そ
の
近
代

ノ

思
愚
の
立場
が
、
自
分
の
生
き
か
たを
支
え
る
力

に
な
らず
、
心
の
奥
を
虚
無
の
感
情が
ふ
き
ぬ
け

る
の
を
感
じた
。
こ
の
本
は
、
そ
の
引き
裂
か
れ

艶
寛
持
の戦
い
の産
物
で
あ
る
.

毛
沢
東

と
私

は
乞

食
だ
っ
た

秘
め
ら
れ
たそ
の
青
審
/
着
き
日
の毛
沢
東
の
無
銭
派

行
の
思
い出
な
ど
初
め
て
公
開
し
た秘
録

¥
二
八
〇

が
ま
先
生
診
察
記
罐
歎
華

・

蠣
瞬
要
著
/
婦人
科
の
実
態
と
女
性
の神
秘
を
、
ユ
ー

モ
ア
溢れ
る
触
に
の
せ
て
語
っ
粍
診察
記

¥
二
六
Q

首

相

公

選

論

その壷
と騎

曹
村
正
■
/
中曾
根
康
弘
が
申
嘔
し
、辻
澗
朋
、
中
村

哲
ら
が
賛否
陶酷
を
理
論
的
に
展
開

¥
二
四
〇

●

ワ
ー

ル

ド

・
ベ

ス

ト
セ

ラ

ー

チ
ボ
ー
ル
・
メ
ン
デ
著
/
高
橋
正
訳

革
命
以
来
の
申
国
の
明
暗
を

鋭
く
挟
り
、
明
日
の
世
界
に
与
え
る
影
響
を
見
事
に
分
析
し
た
フ
ラ

ン
ス
の
国
際
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
名
著
て
、
冷
徹
な
目
と
暖

い
心
情
に
貫
か
れ
た
魅
力
的
な
旅
行
記

B
6
判
美
装
¥
四
五
〇

21
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広

重

広
範
な
結
束
が
必
要

徹

許
せ
ぬ
傍
観
者
的
態
度

現
在
.
反
体
制
的
運
動
を
特
徴
づ
け
る
一指標
と
し
て
そ
れ
が
常
に

"敵
直に
よ
って
先
回
り
さ
れ
、
封
U
込
め
ら
れ
る
事態
と
、
そ
れ
を
自

覚
し
得
ぬ
主
体
の問
題
が
あ
る
o

「科
学運
動」
に
と
って
は
現
実
に
そ
の
名
づ
け得
る
も
の
が
な
い
こ

と
を
認
め
た
上
で
、し
か
も
な
お
、
そ
の
事
災
の
底
に
は
、
一般
的
に
反

体
制
的
運
動
を
特
徴づ
け
る
壷
態
が
、
等
し
く
横
た
わ
って
いる
こ
と
を

見
る
の
で
あ
る
。
こ
こに
深
く
メ
ス
を
切
り
込
む
こ
と
は現
在
、
様
女な

潮
流
に
よ
っ
て
なさ
れ
つ
つ
ある
。広
重
徹
氏
は
そ
の
著
醤
「戦
後
日
本

の
科
学
運
動
」
の
申
で
、
「民
王
主
義
科
学
者
協
会
」
を
中心
と
レ
た載

こ
れ
か
ら
の
科
学
運動
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
こ
の
問
題
を
考
える
にあ
た

って
、
な
ん
ら
か
の
理
念
を
はじ
め
に

か
か
げ
て
、
そ
こ
か
ら
演
縄
的
に具
体

的方
針
を
導
き
だ
す
と
い
う
や
り
方

は
、あ
ま
り
意
駄
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

将
釆
へ
の見
通
し
は
、
あ
く
ま
で
現
在

の
貝体
的
条
件
の
分
析
の
う
え
に
う
ち

て
た
られ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
。

し
かし
、
「科
学
運
動
」
と
銘
うた

れ
る
大
きな
運
動
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
こ
ん
にち
、
そ
の
よ
う
な
手
続
き

ぬ

の
う
えに
、は
じ
め
に
か
か
げ
た
問
題

を
論
ず
る
こと
は
そ
う
容
易
で
は
な

い
.
もち
}?
西こ
ん
に
ち
と
い
え
ど
も

た
く
さ
ん
の科
学
者
が
い
ろ
い
ろ
な
大

衆
運
動
に
参加
し
て
い
る
。
も
っと
も

広
汎
な
の
は
、
大学
や
国
公
立
の
試験

研
究
機
関
に
おけ
る
労
拗
組
省
への
雷

加
で
あ
る
つ
。

口

ふ
と
こ
ろ
手
を

し
て
い
る
だ
け

■

最
近
で
は
、
大
学
冒
理法
反
対
の
た

た
か
い
が
、
大
学
に属
す
る
科
掌
者
の

大
き
な
問
題
にな
って
いる
。
し
か
し

こ
ん
に
ち
の
日
本
にお
け
る
諸
矛
盾

の
,
科
学
者
層
に
特殊
の
あ
ら
わ
れ
方

に
対
し
て
、さ
ま
ざま
の
所
属
、
い
ろ

い
ろ
の
分
野
の科
学
者
た
ち
が
広
く
連

繋
し
て
た
ち
む
か
う
、と
いう
形
の
大

き
な
運
勤
は
ほ
と
んど
律
在
し
て
い
な

い
の
で
な
か
ろ
う
か
。

か
っ
て
、
一一九五
四年
の
ビ
キ
ニ水

爆
実
験
に
よる
被
災を
契
機
と
し
て
、

ひ
じ
ょ
う
に
広汎
な
科
学
者
が
原
水
爆

禁
止
鯉
動
に
参
加
した
。こ
ん
に
ち
で

も
、原
水
禁
運
動
に原
水
協
専
門
委
員

と
し
て
科
学
者
が
参加
し
て
は
い
る
。

し
か
し
、
科
掌
看
全
体か
ら
み
れ
ば
、

原
水
爆
の
乙
と
は
それ
ら
ごく
少
数
の

人
た
ち
に
ま
か
せ
き
り
で
、ほ
と
ん
ど

は
無
関
心
と
い
う
の
が
冥
楮
であ
る
し

原
水
禁
運
動
に
熟
心
に
協
力し
て
い
る

科
学
者
の
方
も
、
他
の
科
学
者
への
働

き
か
け
は
や
って
い
な
い
。
こと
し
大

き
な
反
響
を
よ
ん
だ
パ
グ
ウ
ォ
ソシ
ュ

運
助
、そ
れ
の
日
本
版
で
あ
る科
学
者

京
都
会
霞
に
っ
い
て
も
、
同
様な
こと

が
い
える
。こ
れ
ら
の
運
勤
は
、科
学

の研
究
と
社
会
的
責
任
と
が
、並
列
さ

れ
た
二
つ
のも
の
で
な
く
、
内
的
に
一

つ
に
結
び
つ
いて
い
る
と
い
う
自
覚
の

う
え
に
た
ってお
り
、
科
学
者
だ
れ
も

が
自
分
の
こと
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
考
えね
は
な
ら
な
い
鼠
要
な
間

題
を
な
げ
かけ
て
いる
。
レ
か
し
、
多

く
の
人
は
、
これ
に
対
し
て
立
派
な
こ

と
で
す
と
ほ
め
再葉
を
呈
す
る
だ
け
で

そ
れ
で
自
分
も
、社
会
的
賞
任
を
は
た

し
た
よ
う
な
顔
を
して
い
る
。
有
名
科

学
者
の
名
声
に
の
っか
る
だ
け
で
、
自

分
は
ふ
と
こ
ろ
手
をし
て
い
て
も
い
い

ほ
ど
、
こ
ん
に
ち
の科
学
省
は
矛
盾
の

な
い
世
界
に
住
ん
で
いる
の
だ
ろ
う

か
。

■■
-

た
と
え
ぱ
、
釆年
度
か
ら
は
、
文
部

省
科
研
費
の
な
か
に特
疋
研
究
と
い
う

別
枠
を
も
ろけ
て
、ガ
ン
、ウ
イ
ル
ス

凋鑓
薩

後
の
科
学
運
動
の
崩
壊
の
過
程に
この
問
題
を
見
出
し
て
い
る
。
即
ち
戦

後
資
本
主
義
の
新
し
い
発
曜
殺
階に
お
いて
、
そ
れ
に
対
す
る
反
体
制
的

な
科
学
逗
動
の
指
導
的
な
思
想
が
十
八世
紀
的
な
近
代
白
理
圭
義
に
基
く

も
の
で
あ
った
こ
と
。
従
っ
て
、
こ
の運
動
炉
、
日
本
資
本
主
義
の
独西

化
と
そ
れ
に
見
合
った
形
で
、
日
本
の科
学
・摸
術
が
慧
速
に
体
制
内
に

組み
込
ま
れ
て
ゆ
く
過
程
で
必
然
的
に崩
壊
せ
ざ
る
を
従
な
か
った
こ
と

を
明
ら
かに
し
た
。

今
、
模
索
の
時
期
に
あ
る
我
々
に
と
っ
て
、も
う
一度
こ
の
問
題
に
立

至
る
こと
は
無
駄
て
は
な
い
と
思
う
。
Ω
扁集部
)

災
警
科
学
、
超
高
層
物
理
、
放
射
線

影
響
、
核
融
合
、
ア
ジア
・ア
フ
リ
カ

地
域
研
究
に
と
く
に
多く
の研
究
蟹
を

さ
く
こ
と
が
きま
った
。自
分
の
こ
と

を
も
ち
だ
さ
せ
ても
ら
う
と、
私
の
属

ず
る
日
大
の
物
理
学教
塁
では
、
核
融

合
の
研
究
が
か
な
り
大き
な
部
分
を
占

め
て
い
る
。
御
承
知
の
よ
うに
私
立
大

学
で
は
国
立
大
学
よ
りさ
らに
研
究
費

が
き
ゅ
う
く
っ
で
あ
り
、
文
部省
が
核

融
合
に
相
当
額
の
研
究
劉
を
保証
し
て

く
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
限
り
ては
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
る
。
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し
か
し
、
一歩
し
り
ぞ
いて
考
え
て

み
る
と
、
こ
のよ
う
な制
度
は
一種
の

研
究
統
制
にほ
か
な
ら
な
い。
従
釆
か

ら
も
、
特
に
推
進す
べき
分
野
と
い
う

の
が
あ
っ
て
、そ
れ
に
属
す
る
研
究
は

一優
遇
さ
れ
て
い
た
。そ
し
て問
題
は
、

そ
う
や
っ
て
特
に推
進さ
れ
る
研
究
分

野
が
、
上
か
らき
めら
れ
る
と
いう
こ

と
、
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
こ
んに
ち
の

重
要
課
題
と
い
わ
れ
るも
の
の
大部
分

が
、
じ
つ
は
独
占
企
菓や
憲
事
から
の

要
翻
に
よ
っ
て
世
界
的
に
さ
か
ん
に研

究
さ
れ
て
い
る
分
野
だ
と
い
う
こ
と
で
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と
こ
ろ
で
、
こ
うし
た
裁
判
の
績

果
を
見
る
と
、
一体
記
念
祭
事
件
と

は
何
だ
った
のか
と
いう
疑
問
が
湧

い
て
釆
よ
う
。実
際
、景
件
直
後
こ

の
暴
行
事
件
は
セ
ン
セイ
シ
ョナ
ル

に
冨
伝
さ
れ
、
そ
れ
を
口実
に
同
学

会
が
解
散
さ
れ
、
学
生が
処
分
さ
れ

配
念
祭
は
禁
止
さ
れた
.そ
し
て滝

川
氏
の
警
官
導
入
の
貞任
さ
えも
、

理
不
尽
な
集
会
制
眼
の
措
置
さ
えも

あ
ざ
や
か
に
正
当
化
せ
られ
て
し
ま

った
の
で
あ
る
。
こ
の
裁
判
覇
件
の

奇
妙
さ
は
、
実
は
こ
の
「ス
リ
鍵
え

」
の
う
ち
に
秘
密
を
持
っ
て
いる
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
奇
妙
さ
を

単
純
に
滝
川
氏
の
特
異
な
性
格
に
の

み
帰
し
て
し
ま
う
の
は
正
し
くな
か

ろ
う
の
亭
件
が
発
生
す
る
と
、
直ち

に
閲
題
は
廉
京
で
動
き
出
、)た
、
公

大
させ
る
の
に
奉
仕
し
た
。

安
調
査
庁
の
役
人
は
国
会
で
答
弁
レ

園
遊
会
を
含
む
屋
外
集
会
の
全
面

て
「京
大
に
は
約
二
百
の
学
生
共
産

禁
止
、
哲学
、
医学
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー

党
員
が
お
り
、
同
学
会
は
そ
の
牙
城

ル
の
禁
止
に
端を
発
し
た
記
念
祭
事

」と
のべ
、地
元
の
警
察
や
検
察
で

件
、
そ
し
て
同学
会
解
散
と
い
う
学

は
起訴
が
ち
ゅう
ち
ょ
さ
れ
た
の
に

生
運
動
に
と
っ
て
の大
き
な
損
失
を

対
し
、最
高検
は
強
硬
に
起
訴
を
指

導
い
た
記念
祭事
件
、
そ
こ
で
盟
更

示し
た
。松
村
文
相
は
学
生
を
処
分

な
機
能
を
果
レ
た学
内
細
則
の
こ
と

せよ
と
のべ
た
。こ
う
し
て
外
部
か

を
我
々
は
決
し
て忘
れ
る
こ
と
は
出

ら
ず
る介
入
は
、
事
態
の
学
内
に
お

来
な
い
。
冥
際
、記
念
祭
事
件
の
本

け
る
自
王的
な
解
決
を
困
難
な
ら
し

質
的
な
争
点
は
、
こ
の
学内
細
則
運

め
、当
時
原
水
爆
禁
止
の
平
和
運
動

用
の
是
非
を
めぐ
って
あ
った
の
で
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あ
る
.
こ
う
し
て
む
ち
で
な
く飴
に
よ

って
、
科
掌
者
の
研
究
活
動
が
方
向づ

け
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
冒
庁

試
験
研
究
機
関
で
も
、
数
年
前
か
ら
同

様
の
特
別
研
究
制
度
に
よ
っ
て
、
大
企

粟
への
奉
仕
が
強
め
ら
れ
て
き
て
い

る
。

主
体
性
欠
く
科
学
者

研
究
と
社
会
行
動
の
別
離

ひと
苛
ま
え
の
よ
う
に
、
政
肘
や
産

業
界が
科
学
研
究
に
た
い
し
て
、
ま
っ

た
く打
っち
ゃら
か
し
の
態
皮
を
と
っ

て
い
たと
き
に
は
、直
線
的
に
研
究
費

の
増大
を
要
求
す
る
こ
と
が
、
科
学
運

動
の
一つ
の基
礎
と
な
り
え
た
で
あ
ろ

う
。
レ
かし
、
こ
ん
に
ち
で
は
支
配
層

の
側
に
一定
の
科
学
研
究
への
要
求
が

　あ
り
、
そ
の
必製
に
応
じ
た
積
極
政
策

を
と
っ
て
いる
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き

、
科
学
省
が
ア
ン
。ジ
ソヒ
な
研
究
意

欲
を
行
動
の基
礎
と
し
て
躍
れ
は
、
み

ず
か
ら
支
配層
に
飼
い
な
ら
さ
れ
る
こ

と
に
終
る
こと
は
明
ら
か
て
あ
る
。
そ

こ
で
科
学
者
の側
か
ら
の
自
王
的
な
研

究
計
画
と
して
将
来
計
國
が
か
か
げ
ら

れ
る
と
い
う
こと
に
な
る
の
で
あ
る
が

こ
こ
に
も問
題
が
二
つほ
ど
あ
る
。

第
一は
、
将
来
計
圓
を
か
か
げ
る
立

場
とし
て
、
ヒ
ま
な
お
政
府
は
本
気
で

科
学技
術
を
振
興
し
よ
う
と
し
て
い
な

い
から
、
と
い
う
理
由
が
述
べ
ら
れ
る

こ
とが
少
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ζ
れ

では
、将
釆
計
画
港
ど
と
い
って
も
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ソク
な
効
果
を
ね
ら

う
だ
け
で、
中
身
は
昔
の
ま
ま
の
、
ア

ン
・
ジ
ッヒ
は
研
究
黄
増
大
要
求
と
ち

っ
とも
変ら
な
い
。
つぎ
に
、
こ
の
こ

と
と
関
連し
て
いる
が
、
将
来
計
画
の

内
谷
が
、
こ
ん
にち
の
世界
的
な
学
界

主
流
の研
究を
強調
す
る
に
終
って
い

る
の
が
多す
ぎ
る
。そ
う
いう
、
こ
ん

に
ち
の
中
心
的問
題と
考
え
ら
れ
て
い

る
も
の
が
、
じ
つ
は
こん
に
ち
の
社
会

の
支
酎
勢
力
が
っ
く
りだ
した
も
ので

あ
る
こと
は
、さ
き
は
ど
述
へた
。将

来
計
圓
運
動は
、
そ
の
よ
う
な
科
学
の

疎
外
さ
れ
た
状況
を
克
服
す
る
立
場
に

立
っ
こ
と
こ
そ
必要
であ
る
。
そ
う
て

な
けれ
は
.文
部
省
や
科
学
技
術
庁
が

横
か
ら
わ
り
こ
ん
でき
て
自
分
た
ち
の

も
の
に
し
て
し
ま
い
、結
果
は
、
こ
ん

に
ち
陽
の
あ
た
っ
てい
る
分
野
は
ま
す

ま
す
肥
大
し
、
全
人類
に寮
仕
す
る
と

い
う
立
場
か
ら
はき
わ
め
て重
要
で
あ

り
な
が
ら
、
片
隅
にお
いや
ら
れ
て
い

る
研
究
は
ます
ま
す
や
りに
く
く
な

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
に
ちが
いな

い
。

翻
醒

学
問
の
中
心
的
問
題
と
み
な
さ
れ
て
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と
、
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
の相
互

あ
った
。極
度
に
形
式
化
さ
れ
た
そ

よ
う
だ
が
、
そ
れ
が規
則
と
し
て
あ

ご
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

交
流
を
通
じ
て
、
新
し
く
発
展
し
は

の運
用
、
思
想
対
策
と
し
て
予
断
偏

る
限
り
何
で
も
.
そ
れは
弾
圧
の
手

記
念
祭
事
件
は
、
そ
の
後
も
公
判

じ
め
て
い
た
学
生
運
動
に
対
し
、
強
見
に
基
く
そ
の
盗
意
的
濫
用
そ
れ
ら

段
と
な
り
う
る
だ
る
つ
。団
体
の
結

と
い
う
形
を
と
っ
て
今
日
ま
で
引
き

力
な
彊
圧
の
契
機
と
し
て
機能
し
た

は積
極
的
に
大
学
生
活
を
明
る
く
豊

成
を
、
集
会
の
開
催を
、鍔
ホや
ビ

つ
づ
い
て
釆
た
。
そ
の
間
、
我
丸

の
で
あ
った
。
「総
長
の
言だ
から

か
に
し
よう
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
勤

ラ
の
配
布
を
、
一切
大
学当
局
の
無

は
第
一に
被
告
両
君
が
あ
く
ま
で
真

悟
用
し
な
け
れ
ば
な
らな
い
。
」
「
き、
学
生
と
し
て
の
正
当
な
要
求
実

限
足
な
許
可
。承
認に
か
か
わ
ら
レ

実
を
貫
ぬ
け
る
よ
う
、
公
正
な
裁
判

暴
行
が
あ
った
の
な
ら
同
学
会解
散
現
に
と
って
、
大
き
な
障
害
で
あ
っ
め
て
い
る
よ
う
な
、
こ
のよ
う
な内

を
受
け
bれ
る
よ
う
支
援
ず
る
こ
と

や
、
学
生
処
分
も
止
む
を
得
な
い
。

た
。
当時
の
大
学
内
の
空
気
は
、
教

容
の
規
則
は
果
し
て
憲
法を
頂
点
と

に
お
い
て
人
権
擁
護
を
か
か
げ
、
第

」
な
ど
の
俗
流
権
威
主
義
や
、
事
大

育
的と
いう
よ
り
は
、
む
し
ろ
行
政

す
る
現
行
秩
序
の
中
で
そ
の地
位
を

一一に
裁
判
を
通
じ
て
不
当
弾
圧
の
真

主
義
は
、
こ
う
し
た
混
乱
を
益
女
拡

的取
締
的で
あ
り
、
学
生
達
は
こ
の

占
め
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、大
い
相
を
明
ら
か
に
し
、
学
内
民
主
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し

見
事
な
論
理
の
す
り
変
え

繋
疑
墾
饗
離

　

た
り
も
し
た
。調
書
類
の
作
成
な
ど

下

に
肇

そく
ま
で羅

・た
こ
巻

く

あ
っ
た
。
こ
の間
寄
せ
ら
れ
た
多
く

鍾

公
判
対
策
委
員
会

川
.欝
輔
難

蜷

よ
う
な
空気
に
対
し激
し
く
抗
議
し

に
疑
問
が
残
る
の
で
あ
り
、
改
め
て

め
⊥
の激
励
と
支
援
は
、
ま
こ
と
に

抵
抗
し
た
の
であ
る
。新
憲
法
的
感

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

言
葉
では
い
い
つく
せ
な
い
絶
大
な

覚
の
下
に
育
っ
た
学
生
にと
って
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
蟻
牲
が
、
この
規

も
の
で
あ
っ
た
。
恐ら
く
又
あ
の
強

筋
の
と
お
ら
ぬ
不
合
理
な規
制
を
納

程
の
運
用
を
め
ぐ
る
粉
争
か
ら
生
ぜ

力
な
弁
護団
の
、損
益
を
無
視
し
た

得
し
て
ゆ
くも
の
では
な
く
、耐
え

し
め
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
思
う
に
つ

奉
仕
的
活
動
がな
け
れ
は
、
こ
こ
ま

難
い
も
の
で
あ
っ
た
.
恐
らく
こ
の
け
、
そ
の
全
面
的
解
消
が
望
ま
れ
る

で
真
実
を
明
ら
かに
す
る
こと
も
出

学
内
諸
細
則
は
」
あ
の
悪
名
高き
公

分
であ
る
。
我
女
の
公
判
対
策
委
員

来
な
か
っ
た
で
あろ
う
。最
後
に
な

安
条
例
と
共
に
生
ま
れ
たも
のだ
が

会も
、
両
被
告
の
人
権
を
守
る
と
い

っ
て
恐
網
で
あ
る
が
、
こ
の場
を
か

ー
今
日
も
な
お
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

う
正
当
な目
的
を
持
っ
も
の
で
あ
っ

り
て
、
我
々
も
被
告
両
君
と兵
に
心

る
筈
で
あ
る
最
近
は
、
こ
れ
を運
用
た
に
も
拘
ら
ず
、
学
内
団
体
と
し
て

か
ら
感
鮒
の
意
を
表
し
た
い
。

す
る
亨
場
に
あ
る
人
達
の
良
識
の
下

承
認さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
今

で
、
余
り
問
題
に
は
な
っ
て
い
な
い

更
な
が
ら
捕情
の
念
と
共
に
思
い
お

㎞
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いる
研
究
に
の
う
の
う
と
従
っ
て
い
る

だ
け
、
と
い
う
態
度
が
こ
ん
に
ち
で
は

深刻
な社
会
的
賀
任
の
問
題
を
ひ
U起

す
こと
は
、
原
水
爆
に
か
ぎ
ら
れ
た
こ

と
では
な
い。
今
年
わ
れ
わ
れ
の
身
虹

で
一般
国
民
、
な
か
で
も
家
庭
の
主
婦

に
大
さな
心配
を
よ
び
起
し
た
中
性
洗

剤
と
サ
リ
ド
マイ
ド
睡
眠
薬
、
こ
れ
ら

の
合
成
聚
品を
つく
り
だ
す
基
礎
と
な

った
の
は
、
こ
ん
にち
の中
心
的
分
野

の
研
究
て
は
な
か
った
で
あ
ろ
う
か。

危
険
な
薬
品
を
、利
潤さ
え
あ
が
る
と

み
れ
は
+
分
の
試
験
もな
し
に
売
り
だ

し
て
は
ば
か
らな
い
メ
ーカ
ー
の
責
任

が
、
ま
ず
第
一に
追
求
され
る
べき
は

い
う
ま
でも
な
い
。し
か
し
、重
果囚

部
で
働
く
研究
首
は
も
ち
ろん
大
学
で

い
わ
ゆ
る
基礎
研究
にし
た
が
う科
学

者
も
こ
ん
に
ち
の社
会
で自
分
た
ち
の

生
み
だ
した
成
果
が
、
ど
んな
運
命
を

た
ど
る
か
と
い
う
こ
と
に
無
関
心
であ

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

矛
盾

に

か

ら

■

科
学
の
成
果
は
、
こ
の
社
会
で
は
蟹

畢
機
構
や
独
占
企
菜
を
と
お
し
て
U
か

社
会
化
さ
れ
え
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ

ロ

墜
ら
が
科
学
の
成
果
を
技術
と
し
て社
会

化
す
る
の
は
、
い
う
ま
でも
な
く
、
軍

事
目
的
や
利
潤
の
た
め
で
ある
。
い
く

ら
自
分
の
研
究
は
そ
う
い
う
こ
と
に
使

わ
れ
た
く
な
い
と
思
って
い
て
も
、
研

究
成
果
を
公
け
に
し
た
と
た
ん
、
そ
れ

は
科
学
者
の
手
を
は
な
れ
て
、
箪
や
大

企
葉
に
遡
命
を
に
ぎ
ら
れ
て
し
ま
う
。

そ
う
いう
社
会
体
制
の
も
と
で
は
、
科

学
首の
研
究
と
社
会
的
責
任
と
の
関
係

は
、
一
力
で研
究
、
他
方
で
社
会
的
行

動
と
い
う
ふう
に
並
列
的
な
の
で
な

く
、
切
り
はな
せ
な
い
内
的
関
連
に
あ

る
。

この
囚的
関
運
を
切
り
は
な
し
て
し

ま
え
は
、話
は
き
め
て簡
単
に
な
る
●

ど
う
せ科
学
は
支
配
階
級
に
よ
って
し

か
利
用さ
れ
な
い
のだ
が
ら
、
研
究
は

究
極
に
は
人
民
の
役
に
立
つ
の
だ
か

ら
、
研
究
を
進
め
る
こと
が
た
た
か
い

で
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
。し
か
し
、

こ
れ
ら
正
反
対
の
態
度は
と
も
に
、
現

実
の
矛
盾
に
正
面
か
らた
ち
向
か
お
う

と
し
て
い
な
い
が
ゆ
え
に、
逃
避
的
な

態
展
と
い
う
べ
き
であ
ろ
う
。そ
こか

ら
は
、
科
学
運
動
が
発
展す
る
こと
を

期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(日
本
大
学
理
工
学
部
購師
)

二
士
翻
饗
灘

側
攣

ゼ
ミ

鍔

㌶

♂
馬
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声
ー

5
脅
み
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5

反
体
制
運
動
の

一
翼
に

全
国
農
学
学
ゼ
ミ
実
行
委
員
会

全国
腰都
学
生
の
自
字
王
的
な
組
繊

を国
農掌
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
第
九
回

全国
大会
が
十
二月
二十
二日
よ
り
二

十
五
日ま
で
、
全国
か
ら
約
三百
人
が

参
加
し
て
京
都
大
学
で開
か
れ
る
。

学園評論

新
た
な
意
識
を
行
動
に

闘

大
学
閉
鎮
提
起
の
も
た
ら
し
た
も
の

●

大
智
法
粉砕
府
学
連
十
二
・八
統
一

行
動
は
、
粥京
、
大
阪
、
神
戸
な
ど
全

国
的
な
盟
り上
り
の
中
で
、
四
千
五
百

を
数
え
る
学友
参
加
の
も
と
に
開
か
れ

た
.
こ
の
日の
行
動
に
つ
い
て
は
、
京

大
の
大学
閉
鎖
失
敗
と
そ
れ
を
め
ぐ
る

学
内
諸
団体
や
民
胃
系
の
一部
学
友
諸

君
の動
き
、十
一
・
一に
続
く
機
動
隊

の出
動
と
は
げ
し
い
弾
圧
な
ど
、
さ
ま

ざ
まな
閤
題
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
臨
時

国
会
の
開
会
を
前
に
、
法
案
提
出
を
既

定
の
方
針
と
す
る
政
府
文
部
省
に
対
し

て
、
わ
れ
わ
れ
の
厚絶
対
阻
止
訂
の意

思
を
た
た
き
つ
け
る
も
の
とし
て
、
一

定
の
有
妨
性
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。む
ろ

ん
わ
れ
わ
れ
は
、
政
府
文
部省
に
法
案

提
出
を
断
念
さ
せ
る
こと
が
でき
る
ま

で
、
冬
休
み
、
学
年宋
テ
スト
を
ひ
か

え
て
苦
し
い
期
間
で
はあ
る
が
、今
後

も
一段
の
強
固な
意思
表
示を
続
け
て

い
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
。そ
う
し
た
観
点

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、十
二
・八
統
一

行
動
の
含
む
問
題
点を
ここ
で
明
確
に

し
、
今
後
の
闘
争
のス
テ
ップ
と
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろう
。

大
学
閉
鎖
は
、結
局
総
投
票
数
約
二

午
八
百
五
十
、賛
成
約
二千
を
得
る
に

と
ど
ま
り
、
実
施す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の失
敗
が
与
え
る
最
大
の

そ
し
て
唯
一の
マイ
ナ
ス
は
㍉
閉
鎖
提

起
自
体が
、大
管
法
闘
争
に
お
け
る
今

後
の
展望
を
切
り
開
く
も
の
と
し
て
あ

った
が
故
に
、
そ
れ
を
明
確
に
し
え
な

か
った
こ
と
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
こ

れ
が
提
起
さ
れ
た
と
き
か
ら
す
で
に
、

同
学
会
が
処
分
問
題
な
ど
で
組
織
的
に

ピ
ン
チ
な
事
態
を
招
く
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
たし
、
現
笑
の

進
行
過
程
の
中
で
教
冒
、
学
生
など
に

一定
の
階
層
分
化
が
起
る
こと
も
、
一

面
で
は
提
起
の
も
た
らす
マイ
ナ
ス
と

し
て
と
ら
え
られ
て
いた
。し
か
レ
わ

れ
わ
れ
が
す
で
に
の
べ
てき
た
よ
う
に

こ
の
提
起
は
、
学
内
に
お
け
る
対
立

関
係
を
顕
在
化
さ
せ
つ
つも
、
大
学
が

全
体
と
し
て
政
府文
部
省
に
向
け
て
対

立
の
意
志
を
明
確
に
宜
掃す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
学
内
のあ
ら
ゆ
る
階

層
の
ひ
と
び
と
に、
これ
を
期
に
大
蟹

法
を
、
さ
ら
に
は
そ
の大
学
の
自
治
と

は
何
か
と
い
う
こと
を自
己
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
か
えそ
う
ζす
る
姿
弱
を

求
め
る
も
の
とし
て
蕩
く
評
価
さ
れ
る

し
、
現
笑
に
大学
閉
鎖
は
失
敗
に
終
っ

た
が
、
そ
の過
程
に
お
い
て
、
明
確
な

流
動状
況
1た
と
え
ば
教
冒
層
の
発
旨

に
し
は
しは
み
ら
れ
た
よ
う
に
"国
大

協
の線
で
は
だ
め
な
の
だ
甜
と
い
う
慧

識を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と
を
、
こ
の

提
起
の
も
った
憲
義
の
有
効
性
と
し
て

と
ら
え
ね
は
な
る
ま
い
.

そ
れ
ゆ
え
、
今
わ
れ
わ
れ
が
と
る
べ

き
態
度
は
、
今
回
の
大
学
閉
鎖
提
起
を

単
に
ワ成
功
か
失
敗
か
`
で
裁
断
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
、
性
急
な
そ
し

て
無
意
駄
な
統
一を
求
め
る
の
で
はな

く
、
あ
く
ま
て
、
こ
の
提
起
の
も灰
ら

し
た
流
動
状
況
の
中
か
ら
生
れ
で
きた

新
た
な
厚大
智
法
粉
砕
躍
へ
の
意
翻を

よ
り
明
碓
化
し
て
い
く
方
向
で
、
一尼

の
対
立
を
は
ら
み
つ
つ
も
全
体
と
し
て

よ
り
高
次
な
行
動
に
お
け
る
統
一へと

進
む
、
太
き
な
教
訓
と
し
て
と
ら
える

こ
と
で
あ
ろ
う
。

教
冒
層
は
こ
の
間
題
に
関
し
て
一力

ノ
で
教
援
会
な
ど
明
確
に管
理
者
とし
て

現
りれ
た
が
、
ま
た
一方
で
は
、
"も

は
や
国
大
協
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
召
と
い
う
意
識
が
出
てき
た
こと
も

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
二
・
八当

臼
の
を
学
集
会
に
お
い
て職
組代
表
が

鯉大
冒
法
が
成
立
すれ
ば蜘
官
全
員
が

辞
表
を
出
す
覚悟
を
する
べき
だ
4
と

の
べ
た
こ
と
に
も
う
か
が
えよ
う
し
、

前
場
一面
で
す
で
にわ
れ
わ
れ
が
つた

え
た
教
冒
の
声
にも
それ
は
表
わ
れ
て

い
よ
う
。
む
}?
御わ
れ
わ
れ
は
こう
し

た
意
識
を
高
く
評価
する
も
の
では
あ

る
が
、
な
お不
満は
残
る
.問
題
は
あ

く
ま
で
、
厚ど
う
す
れ
は
大
管
法
を
粉

砕
で
さる
のか
4
の
一点
で
あ
る
。

教
窟
層
が
、今
回
の
提
起
に
応
じ
て

明確
に
立
ち
上
ら
な
か
った
と
し
て
も

す
くな
く
と
も
国
大
協
を
の
り
こ
え
ね

はな
ら
な
いと
慧
翻が
出
た
い
じ
ょ
コ

それ
では
い
か
に
行
動
す
る
べ
き
か

を
、今
後
は
徹
底
的
に
追
氷
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

大
学
閉
預
の
提
岨
に
よ
って
、
八,後

学
内
の
処
分
間
題
が
で
て
く
る
か
も
知

れ
な
いが
、
も
し
そ
れ
が
表
面
化
し
た

な
ら
、大
学
当
局
は
、
自
ら
が
大
管
法

闘
争
に
っい
て
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ

る
か
を
慎
重
に
考
眩
し
た
上
で
数
断
し

て
い
た
だ
さ
た
い
。
大
管
法粉
砕
で
一

致
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
行
勤
て
異
っ
た

に
し
て
も
、
学
内
規
則
の
機
械
的
な
あ

て
は
め
は
さ
け
る
へ
き
だ
と
思
う
。

四

十
二
・八
統
一行
動
に
お
け
る
機
動

隊
の
デ
モ
隊
弾
圧
は
、
か
っ
て
な
い
ほ

ど
激
烈
を
極
め
た
。
警
冒
の
行
為
は
、

逮
捕
し
て
も
し
な
く
て
も
、
学
生
を
個

人
的
に
デ
モ隊
か
ら
引
き
抜
き
多
数
で

な
ぐ
る
け
る
の
暴
力
を
ふる
っ
て
、ま

さ
に
個
人
テ
ロ
化
し
て
いた
。あ
き
ら

か
に
そ
れ
は
恐
怖
感
を
学
生に
う
え
つ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、わ
れ
わ
れ
に
当

然
の
権
利
と
し
て
あ
るデ
モ行
為
を
終

熔
さ
せ
よ
う
と
す
るも
の
であ
る
。し

た
が
っ
て
われ
わ
れ
は
、
こ
の弾
圧
が

ジ
グ
ザ
グ
を
や
った
から
起
った
のだ

と
い
う
問
題
に
解
消
し
ては
絶
対
に
な

る
ま
い
。
わ
れ
われ
はあ
く
ま
で、
こ

の
よ
う
な
弾
圧
に
対
し
てわ
れ
わ
れ
の

側
の
運
動を
よ
り
高揚
し
て
いく
中
で

は
ね
か
え
し
て
いか
ね
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
十
二
・ハ
に
ひき
っつ
い
て
十

四
日
に
全
国的
な
統
一行
動
が
提
起
さ

れ
て
い
る
.わ
れ
わ
れ
は
、
以
上
み
て

き
た
大
学閉
鎖提
起お
よ
び
十
二
・八

のも
た
ら
した
さ
ま
ざま
な
教
訓
と
成

果
を
ふ
ま
え
て
、
大管
法
粉
砕
が
実
現

で
き
る
目ま
で、
ひと
り
バ
日
、
あ
る

い
は
十
四
日に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、

一月
にも
、
二月
に
も
執
よ
う
に
、
そ

し
て
強
固
に
闘
蝋
を展
開
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
.

日
本
纏
漿
の
大
き
な
転
換期
に
あ
っ

て
「日
本
縢
策
の
構
造改
踏
と
農学
生

の
立
揚
」
を中
心
テ
ー
マ
に
し
て
開か

・れ
る
本
猛
の
大
会
は
、
属
要
な
課
題と

一大
き
な
期
待
が
も
た
れ
て
い
る
。

こ
の
紙
面
を
か
り
て
、
農
ゼ
ミ
の
簡

単
な
歴
史
的
経
過
と
今
大
会
の
内
容
を

紹
介
し
、
農
業
及
び
農
学
に
関
心
をも

つ、
多
く
の
疹
加
を
訴
え
に
い
。

農
ゼ
ミ
の

か
ん
た
ん
な
歴
史

一九
五
四
年
、
当
時
民
王
主
義
科
掌

者
協
会
等
で
進
め
ら
れ
て
き
た
「国
畏

科
学
の
創
造
」
の
風
潮
に
の
って
、
教

育
ゼ
ミ
、
法
学
ゼ
ミ
等
と
時
を
同
じ
く

し
て
結
成
さ
れ
た
●
第
一回
全
国
大
会

は
東
京
農
工
大
で
三
日
聞
全
国
二
四
校

一か
ら
二
五
〇
人
余
が
参
加
し
て
「新
し

い農
学
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
中
心

に
討
踊さ
れ
、
京
大
か
ら
も
多
数
参
加

し
、農
ゼ
ミ
創
立
に
大
き
な
役
割
を
は

たし
た
。そ
し
て
五
五
年
の
第
二
回
大

会は
京
大
が
主
催
し
て
県
都
で
開
か
れ

日
本
農
学
学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
成
果

と課
題
を
中
心
に
、
新
し
く
学
科
別
テ

ー
マを
決
め
、
学
内
的
討
論
を
中
心
に

な
さ
れ
た
。第
三
回
大
会
は
五
六
年
宇

都
宮大
で開
か
れ
、
農
学
生
の
悩
み
打

あけ
的性
格
か
ら
脱
皮
し
て
、
大
会
を

農
業
と
農学
の
発
展
の
た
め
に
農
業
の

現
災
的間
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
を
究

明
し
て
い
く研
究
集
会
へと
前
進
レ
た

.
第
四回
大
会
は
「日
本
農
業
の
現
状

と
農学
の在
り
方
」
中
心
テ
ー
マ
に
岐

阜
大
で
、第
五
回
大
会
は
東
大
で
「日

本
農
業
の生
産
性
向
上
と
農
民
生
活
の

向
上
は可
能か
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
六

回
大
会は
静
岡
大
で
「日
本
農
業
の
共

問
化
」を
第
七
回
大
会
は
「日
本
農
業

の
現
状は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

如
何
に
把握
ず
ぺ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に

教
育
大
で開
か
れ
た
。
そ
し
て
第
八
回

大
会
は
昨年
大
阪
府
大
で
「農
民
の
要

求
闘争
は
如何
に
あ
る
べ
き
か
」
を
中

心
テ
ー
マに
し
て
開
か
れ
今
ま
で
の
現

状
分
析だ
け
か
ら
脱
皮
し
て
、
農
民
の

要
求
闘
争
が革
新
側
に
よ
って
正
し
く

組
織さ
れ
るた
め
に
農
学
の
立
場
か
ら

科
学
的な
日
本
農
業
の
発
展
副
M
を
探

求
する
こと
が
農
ゼ
ミ
の
課
題
と
さ
れ

、
そ
の
こと
に
よ
って
、
農
ゼ
ミ
を
反

体
制
運動
の
一翼
に
位
櫨
づ
け
て
行
く

方
向
が出
さ
れ
た
。

本
年
度
の
中
心

テ
ー
マ
に
つ
い
て

本
年
は
昨
年
の
意
図し
た
方
向
を
積

極
的
に
認
め
、
それ
の具
体
化
と
し
て

「日
本
農
葉
の
構
造
改善
と
農
学
生
の

立
場
」
を
中
心
テ
ー
マに
決
定
し
た
。

農
基
法
が
成
立
し
、
構造
改
醤
事
業

が
推
進
さ
れ
、
今
や
新
農
政
の花
形
と

し
て
構
造
改
善
が
ク
ロ
ーズ
ア
ソブ
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
日
本
農業
の
発
展

が
、
農
地
改
革
の
経
済
的効
果
の
醗酵

に
よ
って
内
発
的
に
も
、
高
度
成
長
の

ゆ
さ
ぶ
り
に
よ
っ
て
外
都
的
にも
、そ

の
旧
釆
の
樹
造
の
根
本
的
革
新を
う
な

が
さ
れ
、
迫
ら
れ
る
地
点
に
達
し
てる

こ
と
を
意
昧
す
る
。
すな
わ
ち
部
門構

成
の
点
で
も
、
個
別
農
家
の
経
営
組織

や
技
術
体
系
の
点
で
も
、
金
融
・
流通

・指
導
等
の
諸
制
度
、
諸
組
織
の
点
で

も
、
そ
し
て
根
本
的
に
は
、
農
家
の経

営
規
模
別
構
成
の
点
で
も
革
新
は
追ら

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
二
し
て
そ
の
よ

う
な
革
新
の
必
嬰
が
個
別
農
家
の
経
営

努
力
と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
(共
同
化
の

動
き
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
)国
の
農
業
政策
のレ
ベル
で
も
盆
隅

基
法
か
ら
構
造
改
轡
事
業
に
い
た
る
動

き
が
し
め
し
て
い
る
よ
う
に
)
鋭
く
日

程
に
の
ぼ
って
い
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
現
在
の
資
本
主
義
体
制
の
下
で
は
構

造
改
蓄
事
葉
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
よ

う
に
、零
細
農
制
と
い
う
構
造
問
題
の

根
本
をわ
き
に
追
い
や
って
、
選
択
的

拡
大、
主
産
地
形
成
、
に
ゆ
い
さ
れ
て

いる
。レ
かし
そ
れ
も
、
バ
ラ
色
の
耕

地像
や
畜
産
像
は
あ
って
も
そ
れ
を
行

う
人
聞像
は
な
い
、農
民
に
大
桟
械
を

売
り
こ
む
会
社像
や
、
生
産
物
を
兜
り

こ
む
会
社像
や
、
生
産
物
を
買
う
、
加

工
資
本
像
はな
い
。果
樹
、
箭
産
を
や

れ
と
い
う
κ
け
で
価
稻保
騨
は
な
い
、

禰
助
金
はき
わ
め
て
少し
、農
民の
自

己
負
担
が
盟
い
。
だ
か
ら指
足地
区
の

返
上
が
続
出
し
て
い
る
。
こ
の
こと
は

独
占
資
本
自
ら
構
造
改
善を
提
起し
な

が
ら
も
、
そ
の
立
場
か
ら
の
構
造改
善

す
ら
も
ス
ッ
キ
リ
は
な
し
と
げる
能
力

を
も
ち
得
な
い
こ
と
を
趾
明し
て
いる

。
我
女
は
政
府
の
構
烈改
蓄
事
業
の
反

農
民
性
を
暴
露
し
て
い
く
と
共
に
.
革

新
の
側
か
ら
の
日
本
農
業
の
発
展
と
膿

民
の
生
活
向
上
の
為
に
、
真
の
構
造教

導
の
力
向
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

大

会

の

内

容

か
か
る
照
図
の
も
と
に
も
た
れ
る
本

大
会
は
、

二
十
二
日

法
経
第
七
で
総
会
を

開
き
、
農
ゼ
ミ
の歴
史
的
総
括
、戦
後

の
悶
際
情
勢
の
特徴
、日
本
農
葉
の
現

状
分
.耕
、
中
心
テー
マの
解
説
、
本
大

会
の
課
題
を
内
各と
す
る
基
調
報
告
を

行
う
。
午
後
か
ら
は
、
「日
本
農
菓
の

構
造
改
藷
に
つ
い
て
」を
テー
マと
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ムで
、
農
林
省
関
係

農
協
か
ら
(京
都
大
江農
協
組
合
長
加

藤
氏
)
農
民
組
合
か
ら
全日
農
大
阪
府

連
委
員
長
梅
原
氏
、農
村
辞
論
家
と
し

て
松
丸
志
摩
三
氏
、学
者
か
ら
経
済
学

部
部
長
の
山
岡
先生
の出
熾の
も
と
、

活
発
な
肘
論
を
行
う
。

二
十
三
日

午
前
は自
由
テー
マ
報

告
会
で
、
農
学
部
で十
の
分
科
会
に
わ

か
れ
、
峯
に
自
然
科学
面の
研
究
発
表

を
行
う
、
午
後
は
、
中
心
テー
マに
基

く
全
体
報
告
会
で
、
構造
改
器
の
背
影

と
理
齢
的
検
罰
、
構造
改
翻
串
業
の
実

態
、
農
策
の
共
同
化
の実
態
、
農業
技

術
と
教
育
研
究
体
制
の
発表
を
行
う
。

二
†
四
日

午
前
は
中
心
テー
マに
基

く
分
科
会
で
、
前
日
の報
告に
基づ
き

六
つ
の
分
科
会
に
別
れ
て
、
構
造改
普

の
本
質
と
あ
り
方
を
這
求
す
る
。午
後

は
「農
ゼ
ミ
の
新な
る
発
展
の
た
め
に

」
と
題
し
て
農
ゼ
ミ
運
動
の
今
後
の
あ

劣

を
追
求
す
る
。

二十
五
日

は
総
括
討
論
会
で
、
各

分
科
会
の
報
告
と
基
調
報
告
の
討
齢
を

行
い
大
会
宣
ヒ
を
採
択
し
て
四
日
閲
の

大
会
を
終
る
予
定
で
あ
る
。
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婦人腺地 紳士服地 きもの その他

7り一ツスカート

普通自動車一ケ月間 で卒業

軽自動車二十日聞
(技能試験免除学科も当所て)

 

科本
冬期学生割引中

す ぐ入学出来ます/
免許取得 まで責任指導

◎洛北高校前より送迎します◎

 

科別

公安委員会指定

所習教車自池宝
TEL(七)六 三五 一左京区松ケ崎芝本町(ノートルダム学園北)

タケタ覧協

 

体
力
増
強

神

経
痛

.筋

肉

痛

、

タケダの活性持続型ビタミン ★アリナミン ●5ミリ鍵 ●25ミリ錠

ρ

で

7

お
れ
の

選
た
く
に

気'

間
違
い
な
か
っ
た

へ

あ
い
つ
の

に
お
い
は

お
れ
と
同
じ
だ
が

い
い
じ
ゃ
な
い
か

曾

かおりのよい

爵頂へ,一
卜呂門rケ

謂

f
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∠臥 擁革 新時 代に た くま しく成 長 する
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